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千葉銀行の概要 

3 

商号 株式会社千葉銀行 

上場 東証1部（証券コ－ド：8331） 

設立 1943年3月 

代表者 取締役頭取 佐久間 英利 

従業員数 4,154人 

総資産 15兆5,370億円 

資本金 1,450億円 

発行済株式数 815,521千株 

時価総額 3,857億円 

「日経225」 
「JPX日経400」 

採用銘柄 

会社概要（2020年3月31日現在） 

クレジットカード 

ちばぎんジェーシービーカード  
ちばぎんディーシーカード 

グループ会社一覧 

証券・資産運用 

ちばぎん証券 
ちばぎんアセットマネジメント 

業務委託・職業紹介 

ちばぎんキャリアサービス 
ちばぎんハートフル 
総武 

調査・コンサルティング 

ちばぎん総合研究所 
ちばぎんコンピューターサービス  
T&Iイノベーションセンター 

リース・ベンチャーキャピタル 

ちばぎんリ－ス 
ちばぎんキャピタル 

信用保証・債権管理 

ちばぎん保証 
ちば債権回収 

グループ9社の本社を幕張新都心地区の
「ちばぎん幕張ビル」に集約 

ちばぎん幕張ビル 

千葉銀行マスコットキャラクター 
「ひまりん」 
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国内拠点 海外拠点 

183店舗、両替出張所 3か所 
 

3店舗（ニュ－ヨ－ク、香港、ロンドン） 
3駐在員事務所（上海、シンガポ－ル、バンコク） 

千葉県 

160店舗 

茨城県 
4店舗 埼玉県 

3店舗 

東京都 

15店舗 

大阪府 

1店舗 

上海駐在員 

事務所 

シンガポ－ル 

駐在員事務所 

ニュ－ヨ－ク支店 
ロンドン支店 

バンコク 

駐在員事務所 

国内外の店舗数（2020年3月31日現在） 
 

香港支店 

店舗ネットワーク 
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53.6%

65.6%

70.1%

40%

60%

80%

千葉 メガ平均 地銀平均

経費率 (OHR) 預金・貸出金残高 

14.6 
12.7 

10.9 

3.3 

11.5 
10.6 10.8 

2.6 

0

3

6

9

12

15

18

横浜 千葉 福岡 地銀･第二地銀平均

(兆円)

千葉   メガ       地銀 
     3行   第二地銀 
     平均   平均 

地方銀行・大手銀行との比較（2020年3月期末 単体ベース） 

低い方が良い 

預金 

  横浜    千葉    福岡       地銀･第二地銀 
                        平均 

1,750

1,527

1,312

405505 459

190
65

0

500

1,000

1,500

2,000

横浜 千葉 福岡 地銀･第二地銀平均

(億円)

業務粗利益･当期純利益額 
(業務粗利益：一般企業の売上総利益に相当) 

貸出金 

業務 
粗利益 

当期 
純利益 

5.24%

-0.11%

3.01%

-2%

0%

2%

4%

6%

千葉 メガ平均 地銀平均

自己資本利益率 (ROE) 
(当期純利益/純資産〔年度平均〕） 

千葉   メガ       地銀 
     3行   第二地銀 
     平均   平均 

高い方が良い 
収益性の高さ • 地銀平均を大きく上回る

資産規模・利益水準｡ 

• 効率的な事業運営を示す
経費率や利益率は、メガ3
行平均よりも優れた水準｡ 

• 地域金融機関として地元
企業を確りサポート。 

  横浜    千葉    福岡      地銀･第二地銀 
                       平均 

※出所：ニッキンレポート 

他行との比較 

83.3%

59.5%

72.5%

50%

70%

90%

千葉 メガ平均 地銀平均

中小企業等向け貸出残高比率 

千葉   メガ      地銀 
     3行  第二地銀 
     平均    平均 

5 

（経費/業務粗利益） 

※出所：ニッキンレポート 

※出所：ニッキンレポート 
※出所：各社開示資料、全国銀行協会 

※出所：各社開示資料、全国銀行協会 
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非財務面における千葉銀行の強み 

千葉銀行の強み 

6 

千葉県の 
成長力 

館山 

成田エリア開発 

成田空港第3滑走路(C滑走路)（2029年予定） 

圏央道延伸 

大栄JCT-松尾横芝IC（2024年度開通予定） 

レジャー等 

ディズニーランド新エリアオープン（予定） 
浦安に｢トイ･ストーリー｣ホテルオープン(2021年度予定) 
木更津に｢ポルシェ･エクスペリエンスセンター｣オープン(2021年予定) 

お客さま 
基盤 

個人口座数 

436万 口座 

給振・年金受取 
口座数 

138万 口座 

総合金融 
サービス 

グループ会社数 

14 社 

女性管理職 
比率 

17.6 ％ 

GDP 

女性リーダー 
比率 

627万 

人口 

ダイバー
シティ 

31.7 

ちばぎんハートフル 

31 人 

（全国6位） 

交通インフラ網の整備 

％ 

21兆 人 円 

（全国7位） 

出所：内閣府 出所：千葉県 

相続関連業務・ 
信託業務 

2006年～ 

（特例子会社） 

法人口座数 

19万 口座 

（地方銀行初） 

ちばぎん証券 

21店舗 

障がい者雇用数 

銀行本体で取扱開始 
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54.6

26.2

23.3

25.4

35.5

14.1

11.5

43.6

23.6

49.0

30.8

75.5

33.9 

30.2 

53.1 

25.6 

33.7 

10.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

千葉県

埼玉県

愛知県

大阪府

神奈川県

東京都2009/3末比 
+3.2% 

2009/3末比 
+2.3% 

2019/3末 
17.2兆円 

2019/3末 
44.7兆円 

千葉県内の預貸金シェア（2019年3月期末） 

 

（出所：金融ジャーナル） 

人口上位都府県の貸出金シェア（2019/3末） 

千葉銀行 40.4 

地方銀行 大手銀行 その他（第二地銀・信金等） 

ゆうちょ 18.0% 

信組・労金・農協 8.5% 

信用金庫 5.9% 

第二地銀 10.5% 

地銀（当行以外） 6.2% 

大手銀行 24.5% 

千葉銀行 
26.4% 

信組・労金・農協 7.9% 

信用金庫 7.4% 

第二地銀 18.6% 

地銀（当行以外） 14.2% 

大手銀行 11.5% 

千葉銀行 
40.4% 

預貯金シェア 

貸出金シェア 

預金・貸出金シェア 
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460

124

376
406 408

442 464
500

554
527 537

504
480

129

▲6,000

▲4,000

▲2,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

▲400

▲200

0

200

400

600

800

'08/3 '09/3 '10/3 '11/3 '12/3 '13/3 '14/3 '15/3 '16/3 '17/3 '18/3 '19/3 '20/3 '21/3

(メガ：億円)(当行：億円)

当行 (左軸)

三菱UFJFG

三井住友FG

みずほFG

親会社株主に帰属する当期純利益 

安定的な利益成長を実現 

世界的な 

金融危機 

負ののれん発生益等70億円 
(グループ会社の株式持分を再構成) 

570 

(右軸) 

当行 

出所：会社開示資料 

連結利益の推移 

（計画） 

1Q 
純利益 

485 
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(億円） 前年同期比

業務粗利益 399 398 △ 0

うち、資金利益 338 335 △ 3

うち、役務取引等利益 44 50 6

経費（△） 201 205 3

実質業務純益 197 193 △ 4

コア業務純益 188 186 △ 2

一般貸倒引当金純繰入額（△） 0 12 12

業務純益 197 180 △ 16

臨時損益 17 13 △ 4

経常利益 215 194 △ 20

当期純利益 162 148 △ 14

与信関係費用（△） 11 28 16

(億円） 前年同期比

連結経常利益 201 182 △ 18

親会社株主に帰属する四半期純利益 142 129 △ 12

2020/3

1Q

2020/3

1Q

2021/3

1Q

2021/3

1Q

連結

単体

 新型コロナウイルスの影響 

地域金融機関としての役割を果たし、業績は堅調に推移 

2021年3月期第1四半期業績 

• 新型コロナウイルス感染症の影響下においても、業務粗利益は398億円と前年同期並みの水準を確保 

• 当期純利益の進捗率は、2021年3月期上期計画に対して単体51.0％、連結46.3％と概ね巡航ペースで推移 

2020年度上期当期純利益（計画） 

【単体】290億円 

【連結】280億円 

新型コロナウイルス感染拡大下における 
地域金融機関の役割・使命・存在意義を果たす丁寧な活動 

営業体制 
(店頭体制) 

 
 
 
■交代勤務の実施（4～5月） 
■昼休み導入 
■ゴールデンウィーク中、131店舗に設置した「休日 
 相談窓口」で相談受付 

本部体制 

■ローンサポート部新設（6月1日） 
 新型コロナウィルスの影響が生活面にも広がるなか、 
 ローンの審査やカウンセリングなどをつうじて、 
 ローンご利用のお客さまをサポート 

金融機能を維持しながら 
お客さまと職員の健康に最大限配慮した対応 

9 
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12.74 12.65 12.48
11.97 11.51 11.87

13.79 13.59
13.18

12.63
12.12

12.45

8

10

12

14

16

2016/3 2017/3 2018/3 2019/3 2020/3 2020/6

（％） 

普通株式等 
Tier1比率 

不良債権比率（単体） 主な銀行の格付比較 

A1 

千葉銀行  

静岡銀行 

三菱ＵＦＪ銀行 

みずほ銀行 

三井住友銀行 

三井住友信託銀行 

A2 
横浜銀行 

中国銀行 

りそな銀行 

(2019/11 ｢A1｣から引き下げ) 

(2019/11 ｢A1｣から引き下げ) 

A3 
福岡銀行 

常陽銀行 

群馬銀行 

 

(2019/11 ｢A2｣から引き下げ) 

(2019/11 ｢A2｣から引き下げ) 

Moody’sによる長期格付（2020年8月31日現在） 

（国際統一基準）総自己資本比率＜最低所要水準＞ 

10.5% 

自己資本比率（連結） 

総自己資本比率 

1.70

1.47

1.27
1.19

1.10 1.06

1.00

1.50

2.00

2016/3 2017/3 2018/3 2019/3 2020/3 2020/6

（％） 

金融再生法 
開示債権比率 

高い健全性を維持 

｢A１｣を有する地方銀行は､千葉銀行･静岡銀行のみ 

健全性に関する指標 

10 
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第14次中期経営計画の概要 

当行グループが果たすべき使命 
お客さまや地域社会のパートナーとして最新の金融サービスを提供し、 
地域経済の持続的な発展に貢献する 

金融機能の深化と地域金融の新たなモデル構築による、「カスタマー・エクスペリエンス」の向上 ビジョン 

基本方針 

基本方針Ⅱ 

「お客さまの未来のために新たな価値を創造
し続けます」 

「提携戦略を高度化します」 

「サステナブルな経営を実現します」       

基本方針Ⅳ 

基本方針Ⅲ 

「お客さまに寄り添い共に進化し続けます」 

基本方針Ⅰ 

 第１４次中期経営計画  ＮＥＸＴ ＳＴＥＰ ２０２３ ～未来へ、つながる・超える～ 
（計画期間 2020年4月1日～2023年3月31日） 

名 称 

12 

目標とする
指標 

親会社に帰属する当期純利益 連結ROE（株主資本ベース） 単体OHR 

600億円 6％台半ば 50％台前半 

単体OHR＝経費/コア業務粗利益 
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 基本方針Ⅰ 

多種多様な企業の経営課題にお応えする 
高度なコンサルティング・サービス拡充 

あらゆるライフイベントでの 
最適なサービス提供 

一人一人の生活に寄り添った相談機能の強化 パートナーとしての経営課題解決力の強化 

お客さま接点の強化を支える店舗
機能などの最適化 

地域課題解決力の向上に
よる地方創生の取組強化 

個人 
ビジネス 

地方創生 

法人 
ビジネス 

店舗・ 
チャネル 

お客さま 
起点 

お客さま起点で考え、最適なサービスを、最適な方法で、最適なタイミングで提供し、 
カスタマー･エクスペリエンスを向上 

基本方針Ⅰ お客さまに寄り添い共に進化し続けます 

 高度なスキルを活用したM＆A・事業承継への取組 
 高度な外部パートナーを活用 
 海外ネットワークを活用した海外事業のサポート 

 相談対応力向上に向けた店舗機能の高度化・最適化 

 地域の課題に合わせた地方創生へのグループ一体 
 となった取組み 
 自然災害からの復旧・復興に向けた継続的支援 
 自治体・地元企業・大学等と連携した協業体制 

 超高齢化社会における、お客さまの悩み解決 
  や希望にこたえるサービスの提供 
 お客さまの資産状況に合わせたサービズの提供 
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 基本方針Ⅱ 

生活に溶け込み、すべてのお客さまに選ばれる
基本アプリ 

「対面が主・デジタルは対面の補完」から 
「デジタルが主・対面は差別化チャネル」へ 

ちばぎんアプリ 

  デジタル 
（補完） 

対面 
（主） 

法人ポータル 

対面の営業力に加え、非対面のコミュニケー
ションを強化 

デジタル 
（お客さまとの接点ベース） 

対面 
（差別化チャネル） 

■新事業戦略担当 

■新事業共創プロジェクト 
 （千葉・横浜パートナーシップ） 

デジタルテクノロジーや情報資源の活用 
による新たな価値の提供 

既存ビジネスの枠組みを超えた 
新たなサービスの創出や新事業の展開 

外部パートナーとの連携 

当行グループのノウハウ･機能の提供 

規制緩和等を踏まえた検討 

地域の 
課題 

規制 
緩和等 

取引先・ 
他金融機関 

基本方針Ⅱ お客さまの未来のために新たな価値を創造し続けます 

 API共通基盤との接続拡大 

 ビジネスコンテスト受賞アイデアの具現化 

 古民家・空き施設活用 

 外国人向け・高齢者向けサービス 

 取引先等への業務改善コンサルティング 

 グループ会社機能の提供拡大 

 地域商社設立 

 異業種連携プラットフォーム構築 

 店舗空きスペースを活用したシェアオフィス設置 

 遊休不動産の有効活用 

 金融仲介プラットフォーム子会社 

キャッシュレス（加盟店・カード事業） 

TSUBASAキャッシュレスプラットフォームを
構築し、総合決済ソリューションを提供 
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 基本方針Ⅲ-1  

海外進出 

M&A 

事業承継 余資運用 

販路拡大 

資本増強 

設備投資 

デジタル化 

多角化 

商品開発 

人材確保 

保険 

結婚 

こども誕生 

マイカー リフォーム 

マイホーム 

買い物 

相続 

旅行 

教育 

安心な老後 

もしもの備え 

医療 

個人のお客さま 法人のお客さま 

 

高齢者向けサービス 

介護事業者 

 

マイカー 

カーディーラー 

 

富裕者層向けビジネス 

運用商品 

証券 

 

相続関連 

信託 

 

新サービス 

フィンテック 

 

各種保険 
災害支援 

 

保険 

 

M&A､事業承継 

ビジネスマッチング 

コンサル 

 

IT導入 

IT企業 

 

マイホーム 

ハウスメーカー 

 

保育･教育 

保育所 

医療機関 

飲食店 

旅行会社 

薬局 

ショッピング
モール 

小売業者 

リース会社 

カード会社 

金融業 非金融業 

他行連携の高度化 異業種との連携強化 

基本方針Ⅲ 提携戦略を高度化します 

 お客さまの悩みやニーズに対する最適な解決策･サービスを提供 

 タイムリーでパーソナライズされた必要なご提案 
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129億円 

2017/3 2020/3 5年累計 2023/3計画 

 基本方針Ⅲ-2 

広域かつ大規模な連携によるスケー
ルメリットを活かした事業の展開 

地銀トップ行同士のノウハウを活用 
した先進的なサービスや新事業の創出 

あらゆる分野における連携を志向した 
相対での協業施策の深化 

連携効果 累計･両行合計額 

連携効果 累計･両行合計額 

2017/3     2020/3      2021/3    2023/3 
 実績       実績     5年累計見込     計画   

可能な限りの共同化を検
討 

東京エリアにおける協業
の強化 

グループ会社活用による
ソリューション多角化 

都内を中心としたファイナンス手
法高度化･協働の強化 

海外拠点の相互活用 
運用商品の共同組成 
住宅ローン商品の共同企画 
高齢者向けの新たなビジネス創出 

本店所在地 

店舗所在地 

合計総資産は
メガバンクに
次ぐ規模 

各種システム共同化の一
層の促進 

大型投資案件など海外で
の共同ビジネス展開 

TSUBASAアライアンス
株式会社を設立 

New 

他行連携の高度化 

TSUBASAアライアンス 千葉・武蔵野アライアンス 

千葉・横浜パートナーシップ 

当初目標100億円 
（5年累計・両行合計額） 
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 基本方針Ⅳ 

多様な人材の活躍 
パーソナルデータの蓄積･活用 

制度・ 
環境整備 

成長支援 

ダイバーシティ推進 育成人材枠･中途採用の強化 

働き方改革 

 女性・シニア・パートタイム職員の活躍 
 障がい者雇用の一層の充実 

働き 
やすさ 

高い 
モチベー 
ション 

働き 
がい 

 専門領域育成者…150名程度（3年間） 
 中途採用人数  …50名程度 (最終年度) 

 モバイル端末等のインフラ整備、テレワーク促進 
 新本部棟の中央階にフリーエリアを設置 

テーマ 重要課題 SDGsのゴール 

地域経済 
社会 

地域経済とコミュニティの 
活性化に貢献します 

高齢化 
高齢者の安心・安全な生活を
支えます 

金融 
サービス 

より良い生活をおくるための
金融サービスを提供します 

ダイバー 
シティ 

ダイバーシティと働き方改革
を推進します 

環境保全 
持続可能な環境の保全に貢献
します 

持続的経営＝「長期志向」+ 
「社会価値（社会課題の解決）+経済価値」 

ちばぎんグループSDGs宣言 

基本方針Ⅳ サステナブルな経営を実現します 

働きがいのある会社づくりと 
人材育成の強化（組織風土と人材） 

地域一体となったSDGsの取組強化 
生産性の向上と 

多様なワークスタイルの実現 

強固な経営基盤の構築 

業務効率化 

 RPA・AI等の活用 
 業務量削減…30万時間（最終年度）  



デジタル戦略 

18 
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■デジタル技術の急速な進展 
■キャッシュレス化 
■異業種の銀行業参入 
■働き方改革の進展 
■マイナス金利の継続 

 環境認識 

新型コロナウィルス禍を踏まえたデジタル化の加速 

19 

 

金融機能の深化と 
地域金融の新たな 
モデル構築による 
｢カスタマー・エクス
ペリエンス｣の向上 

従来の環境認識 

第１４次 中期経営計画 

ＮＥＸＴ ＳＴＥＰ ２０２３ 

～未来へ、つながる・超える～ 

２０２０．４．１   ２０２３．３．３１ 

ビジョン 

デジタル化が一層重要なテーマに 

【Ｗｉｔｈコロナ・Ａｆｔｅｒコロナ】 

「ビジネスモデル」を変革する 

「ワークスタイル」を変革する 

ＣＸ※の向上 生産性の向上 

顧客との関わり・チャネル・商品・提案力や提案方法 

働く場所・業務フロー・組織文化や人材スキル 

当行グループのDX 

DXにより実現したいこと 

※ カスタマー･エクスペリエンス 

 

 
■対面での面談機会の減少 
 （来店が減る・訪問が減る） 

■在宅勤務の定着 
 （出勤が減る） 

■価値観･ライフスタイルが変化 

リモートの 
拡大 

コロナウイルスの影響 
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 カスタマー・エクスペリエンス向上 

20 

カスタマー･エクスペリエンス（CX）向上に向けて 

TSUBASA キャッシュレス プラットフォーム 

個客ニーズに即したサービス・商品を提供、提案 

・取引履歴 
・家族構成 
・家族情報 
・ライフプラン 
・保有資産、不動産 
・興味、関心 
・生活動線  ・・・ 

・取引履歴 
・財務分析 
・商流 
・資金繰り 
・事業ポートフォリオ 
・オーナー情報 
（住所・資産）・・・ 

あらゆる取引をデジタルで完結 

デジタルではアプリ･ポータル上で、リアルでは渉外･窓口がタブレットで情報を活用 

個人 

アプリ 
顧客の深掘りによりCX向上 

地域商社･キャッシュレス等をフックにしてCXをさらに向上 

法人 

ポータル 

情報活用 ⇒ パーソナライズ 

情報を蓄積・一元化 情報を蓄積・一元化 

 地域商社 〔Eコマース･プラットフォーム〕 

※その他、各種新事業を検討中 

規制緩和を活用した 
各種新事業 
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 生産性向上 

21 

生産性向上に向けて 

定型的作業・判断はデータを使って自動で行う。 

離れた場所でも「一連の仕事」を完結できる。 

 

■ペーパーレス･印鑑レス･キャッシュレスでデジタルに適した業務フローを確立 

■来店せずにリモート相談ができる 

 

タブレット端末で 

 ■金融取引･契約ができる                    ■高度な提案ができる 

 ■本部専門人員とリモート相談できる  ■訪問せずにリモート営業できる 

× × 

 
■業務内容を問わず、出勤せずに業務ができる 

在宅でも事務処理が可能に 

 
■本部では、 RPA・AI等を活用して、シンプルかつ 
 無駄のない自動化・システム化された業務フローが 
 実現 

TSUBASA共同化の実現 

事務集中部門への 
事務集約を促進 

目指すべき姿 

事務集中センター 

営業担当 

店頭業務 

在宅勤務 

事務集中センター 

支店 

営業担当 

RPA 
オペレーション担当 

RPA 

事務集中センター 
2  

20  
30  

2020/3 2023/3 2023/3

(万時間) 

(当初計画) (見直し後) 
2023/3計画 

当初計画より 
10万時間上積み 

業務削減量 
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ちばぎんアプリ 

預金 

送金 

ローン 

保険 

少額投資 

カード 

家計簿 

ﾗｲﾌﾌﾟﾗﾝ 

行政連携 

外部アプリ 

ﾃﾞｰﾀ活用 

お店・病院 

手続き 口座開設 

通知 

①身近な金融サービス 
のアプリ化 

②金融サービスの充実 ③くらしとつながる 
アプリへ 

第3フェーズ 
2021年3月予定 

第2フェーズ 
2020年10月予定 

第1フェーズ 

 ・残高･入出金明細照会 
 ・振替 
 ・通帳アプリ連携 

 ・定期預金取引 
 ・振込（行内） 
 ・デビットカード連携 等 

 ・住所変更 
 ・カードローン 
 ・納税 等 

2020年4月リニューアル 
TSUBASA FinTech共通基盤上に構築 

ちばぎんアプリ 

「くらしとつながるアプリ」へ 

開発の自由度や拡張性を確保しながら、当行の中核チャネルへ発展させていく 

22 

第4フェーズ以降 
2021年4月以降 

 ・口座開設 
 ・保険 
 ・アプリローン 
 ・ライフプランシミュレーション 
 ・少額投資 
 ・外部アプリ連携 等 
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法人ポータル 

23 

営業店 
営業担当者 

グループ会社 
サービス 

Web－EB 
（法人IB） 

商 流 
（カード事業等）   

外部サービス     

法人顧客 

経営者 

  ちばぎん 
  アプリ 

 ・新たなサービス 
 ・コンサルティング    

ビジネスIDでログイン 
法人ポータル 

（お客さま専用ウェブページ） 

入金、引落通知等はスマホにお知らせ 

（いつでも、どこでも） 

APIでつながる 

アウトプット 

情報の 
蓄積・分析 

デジタルデータで 
お客さまと支店がつながる 

チャットやWeb会議で 
お客さまと支店がつながる 

個人のお客さま 
ともつながる 

One IDで 
様々なサービスと 

つながる 

地域のお客さまと 
つながる 

あらゆるお取引先に対する「デジタル窓口」 
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デジタルコンセプトムービー 

アクティブシニアの夫婦。 
人生１００年時代の中で 漠とした不安がある。 

趣味を満喫したい、残りの人生を豊かに暮らしたい 
そんな漠とした不安 しかし 叶えたい希望を、 

「未来へ、つながる・超える」 
千葉銀行のデジタルサービスが支援する将来の様子を描きました。 

24 



株主還元 

25 
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 配当・自己株式取得 

14 15 15 16
18

20.8%
22.9% 22.0%

24.5%
28.1%

2016/3 2017/3 2018/3 2019/3 2020/3

成長投資と資本基盤のバランスを勘案した株主還元を実施 

※株主還元率 ＝ 株主還元総額（配当支払額 + 自己株式取得額等） 
         親会社に帰属する当期純利益 

増配 増配 増配 
115 120 117 122 133

99
149 139 149 99

38.8%

51.2% 47.9%
54.0% 48.6％

-30

-20

-10

0

10

20

30

40

50

60

0

100

200

300

400

500

2016/3 2017/3 2018/3 2019/3 2020/3

配当実績 

1株当たり配当金 (円) 

配当性向 (連結) 

株主還元実績 

配当総額（億円） 

株主還元率（連結） 

自己株式取得総額（億円） 

利益成長をつうじた１株当たり配当金の 
安定的な増加を目指す 

安定配当と柔軟かつ機動的な自己株式取得による 
資本効率の向上に努める 

26 
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 株主優待制度 

＜特産品カタログの掲載品例＞ 

カタログに記載された千葉県の特産品等からお好みの商品をお選びいただけます。  

＜優待基準（毎年3月末）＞ 魅力ある特産品等を贈呈 

ＴＳＵＢＡＳＡアライアンス 

共同企画コ－スもご用意 

地方銀行5行（当行･第四北越･中国･伊予･東邦）が 

連携し、地元の魅力ある特産品等を相互に提供 

詳細はこちら 

基準日現在 
継続保有期間 

1年以上 

保
有
株
式
数 

1,000株以上 
10,000株未満 

特産品 A 〔3,000円相当〕 

10,000株以上 特産品 B 〔6,000円相当〕 

• 継続保有期間1年以上の株主さまを対象とします。 

• ESGやSDGsの観点を踏まえた商品の追加を検討しています。 

27 



参考資料 
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 株式指標・千葉銀行株価の推移 

300

400

500

600

700

800

900

1,000

1,100

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

2,200

2,400

2,600

2008.3.31 2010.3.31 2012.3.31 2014.3.31 2016.3.31 2018.3.31 2020.3.31

（円） 千葉銀行株価（右軸） 

ＴＯＰＩＸ（左軸） 

上場（証券コード） 東証1部 (8331) 

直近株価 550円 

売買単位 100株 

ＥＰＳ：1株当たり利益 63.99円 

ＰＥＲ：株価収益率 8.59倍 

ＢＰＳ：1株当たり純資産 1,250.41円 

ＰＢＲ：株価純資産倍率 0.43倍 

配当利回り 3.27% 

主要株式指標 

• 直近株価は2020年8月31日終値 

• ＥＰＳ・ＢＰＳは2020年3月期実績 

• 配当利回りは2021年3月期予想（1株あたり年間配当金18円）をもとに算出 

 

ＥＰＳ：当期純利益／株数  ＰＥＲ：株価／ＥＰＳ 

ＢＰＳ：純資産／株数    ＰＢＲ：株価／ＢＰＳ 

配当利回り：配当金／株価 

株価推移（月次終値）：2008年3月～2020年8月 

550円 
(2020.8.31) 
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本資料に関するご意見、ご感想、お問い合わせは 
下記ＩＲ担当までお願いいたします。 

 

株式会社千葉銀行 経営企画部（ＩＲ担当） 
 

Tel : 043-301-8459 
Fax: 043-242-9121 

E-Mail: ir@chibabank.co.jp 
 
 
 
 
 
  
  

本資料は、情報の提供のみを目的として作成されたものであり、特定の証券の売買を勧誘
するものではありません。 
本資料に記載された事項の全部又は一部は予告なく修正又は変更されることがあります。 
本資料には、将来の業績にかかる記述が含まれています。こうした記述は、将来の業績を
保証するものではなく、リスクや不確実性を内包するものです。将来の業績は、経営環境
の変化等により異なる可能性があることにご留意ください。 
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メモ 
Memo 


